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F U K U O K A  N U R S I N G  F E D E R A T I O N

優秀党組織 社会医療法人 製鉄記念八幡病院

優秀党員 7名

医療法人聖峰会 介護老人保健施設 サンライフ聖峰久 冨 　 瑞 穂社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院
社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院

中ノ森美知子
中 島 　 成 子

個人会員
久留米大学病院
医療法人愛風会　さく病院
医療法人雪の聖母会　聖マリア病院

續 米 　 保 子
林 　 ゆ か り
満 野 　 裕 子
待 鳥 　 祐 子

久留米大学医療センター
医療法人社団慶仁会　川﨑病院
社会医療法人製鉄記念八幡病院
株式会社麻生　飯塚病院
株式会社麻生　飯塚病院

益 永 　 愛
古 賀 　 綾
井 上 　 聖
古 賀 　 明 弘
藤 瀬 　 芳 子

新型コロナウイルス感染症が収束に至っていないことから、本年も規模を縮小し、代議員のみの参加とさせていただきます。
一般会員の参加はご遠慮いただきますようお願いいたします。

令和４年度 福岡県看護連盟通常総会開催のお知らせ

13：00
13：20
13：30

15：00

開場
オリエンテーション
開会、黙とう、会長挨拶
来賓祝辞、来賓紹介、
福岡県看護連盟会長表彰、祝電披露
議長団・議事録署名人選出
報告事項　
1．令和 4年度日本看護連盟通常総会報告
2．令和 3年度日本看護連盟通常総会報告
3．令和 3年度福岡県看護連盟通常総会報告
4．令和 3年度日本看護連盟主催会議報告
5．令和 3年度福岡県看護連盟主催会議報告

16：00

16：05

6．令和 3年度福岡県看護連盟事業並びに支部事業報告
7．令和 3年度年決算報告
8．令和 3年度監査報告

審議事項
第一号議案　令和 4度スローガン（案）
第二号議案　令和４年度福岡県看護連盟事業並びに
　　　　　　支部事業計画（案）
第三号議案　令和４年度予算（案）

新支部役員・退任支部役員 挨拶
綱領宣言、連盟歌斉唱
閉会

決起大会

令和４年６月１１日（土）13：30～16：00日 時 福岡リーセントホテル 2階 「舞鶴の間」
福岡市東区箱崎2-52-1

場 所

プログラム

社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院
社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院
社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院

武 石 千 鶴 子
馬 場 　 千 草
神 代 　 明 美

一般財団法人平成紫川会 小倉記念病院
一般財団法人平成紫川会 小倉記念病院
社会医療法人共愛会 戸畑共立病院
社会医療法人製鉄記念八幡看護専門学校

小 海 　 幸 恵
磯 崎 　 章 子
横 田 　 美 保
宮 川 　 智 子

2 3

F U K U O K A  N U R S I N G  F E D E R A T I O N

看護連盟は看護職代表を国政の場に送り、
看護と国民の健康・福祉の問題解決を推進しています。

入会の
ご案内
入会の
ご案内

＝ 年会費 7,500円福岡県連盟 2,500円連盟本部 5,000円

福 岡 県 看 護 連 盟
（092）631-1162  FAX（092）631-1164

検索福岡県看護連盟

http://www.fukukanren.jp/
●ホームページも是非ご覧下さい！●

kangorenmei-fukuoka@ace.ocn.ne.jp

随時
受付中！

会員のあなたが会員を増やしましょう！
それが「看護連盟の力！！」あなたの力が連盟活動を支えます

学生会員募集 会費
無料

保健師、助産師、看護師または准看護師の資格を得るために就学している学生で、看護連盟の主
旨に賛同いただける方を対象としています。ご入会いただきました学生会員の方には、日本看護
連盟の広報誌やメールマガジンをお届けいたします。

賛助会員・OB会員募集 年会費 1,000円

風薫る青葉の季節です。会員の皆様には、平素からの連盟活動へのご支援とご協
力を頂いておりますことに、心から感謝申し上げます。この平和な時間とwithコロ
ナafterコロナに対応する逞しい国民性と恵まれた環境に感謝しながら、福岡県連盟
は政治活動に力を注いでおります。
コロナ・ウィルスのパンデミックは、社会の在り方そのものを変えることになり
ました。私たちの生活に否応なく影響を及ぼし、リモートワーク等働き方が大きく
変化しましたが、看護職は、コロナ感染患者を含め変わらず患者のそばで、命に寄り
添うケアをしております。倫理的な葛藤が生じ、家族や周囲にも大変辛い思いを強
いることになったことは否めません。しかしながら一方で、多くの方々から温かい励ましの言葉や感謝の言葉・支
援等に元気と勇気をいただきました。看護職の一人として、現場の皆様を誇らしく思い、心から労いと敬意を表す
るものです。
さて、予想しなかった変化に直面して「ピンチはチャンス」と捉え、withコロナafterコロナの延長線上にある看
護報酬等のインフラ整備、医療経済発展への将来構想と、人生100年時代へ向かう地域再生や人的資源の課題
等々…、プロとして、生き生きと良い看護を提供していける社会創りの推進がますます必要となり、政治を切り
離しては考えられません。

来る第26回参議院選挙には、必ず看護の代表を国政の場へ送り出し、一人一人の力を集約して票につないでい
きましょう。看護連盟が組織として社会的な影響力を堅持していくためには、この参議院選挙で更なる力を示し
ていく必要があります。
この夏の熱い戦いに向けて、一人一人が出来ることは「投票に行こう」の合言葉で、参議院選挙に参加すること
です。看護が抱える様々な問題は政治的手段でしか解決できません。
一生懸命連盟活動を展開してまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　
「新しい未来への扉を私たちの手で開きましょう」

＊尚、看護職がその実力を如何なく発揮するための連盟活動につきましては、忌憚のないご意見をお聞かせく
　　だされば幸甚です。

福岡県看護連盟 会長

塚﨑 惠子
福岡県看護連盟 会長

塚﨑 惠子

ご 挨 拶

令和4年自民党本部定期党大会表彰

令和4年自民党県連大会表彰

令和4年福岡県看護連盟会長表彰
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（ 支 出 の 部 ）

（ 収 入 の 部 ） 単 位 ： 円

自　令和  4年4月  1日
至　令和  5年3月31日

項 　 　 目 令和4年度予算額(案) 令和3年度予算額 令和3年度決算額備 　 　 考
Ⅰ　会　　　 費
Ⅱ　本部助成金
Ⅲ　研 修 会 費
Ⅳ　預 金 利 息
Ⅴ　寄 付 金
Ⅵ　雑 収 入

前年度繰越金
総　   計

18,753,000
15,000,000 

0 
200 

0 
10,000 

22,368,894 
56,132,094

20,015,000
15,000,000 

100,000 
900 

0 
10,000 

23,406,747 
58,532,647

20,760,931
17,540,678 

0 
280 

2,700 
15,294

23,406,747 
61,726,630

正会員7,500人+賛助・OB会員3人
会費還元金 本部会議出席費 等
研修会参加費

販売協力金 等

令和4年度　予算（案）

項 　 　 目 令和4年度予算額(案) 令和3年度予算額 令和3年度決算額備 　 　 考
Ⅰ  会 議 諸 費
　　
　　
　　
　　
Ⅱ　事 業 費
　　
　　
　　
　　
　　
　　
Ⅲ　維 持 運 営 費
　　
　　
Ⅳ　予 備 費  

総　　計

総 会 費
支 部 長 会 費
役 員 会 費
委 員 会 費

組 織 活 動 費
組 織 対 策 費
教 育 費
渉 外 費
支 部 交 付 金
機関誌発行費

人 件 費
需 給 費

4,900,000 
2,300,000 
1,000,000 

500,000 
1,100,000 

29,500,000 
7,000,000 
8,000,000 
1,000,000
4,000,000 
7,000,000 
2,500,000 

20,000,000 
12,000,000 
8,000,000
1,732,094

56,132,094

4,200,000
1,500,000
1,200,000 

500,000 
1,000,000 

33,000,000
7,000,000 
8,000,000 
2,000,000 
4,000,000 
8,000,000 
4,000,000

20,000,000
13,000,000 
7,000,000 
1,332,674 

58,532,674

2,771,871
792,458
713,862 
292,015 
973,536 

20,204,008
4,928,130 
3,152,818

243,867 
2,604,509
5,020,684 
4,254,000 

16,381,857 
11,347,588
5,034,269 

0 
39,357,736

総会関係諸費
総合役員会関係費　
三役会 県役員会 　
委員会(広報・青年部） 看護政策懇話会

組織内活動費・ＯＢ会・青年部活動費 他
本部総会・会議・政策集会(交流会) 施設訪問 九州ﾌﾞﾛｯｸ(管理者研修会・青年部) 他
県・支部研修会講師謝金　他
慶弔費 各級議員会合･セミナー等 会費 出席費 他
支部活動費(会議 研修会 他)
福岡県看護連盟だより：あいあい（年３回）

職員給与 社会保険料　他 （退職金積立金を含む）
事務所諸費 備品・消耗品費　光熱水費

項 　 　 目 令和3年度予算額 令和3年度決算額 差 　 異 備 　 　 考

（ 支 出 の 部 ）

令和3年度予算額 令和3年度決算額 差 　 異 備 　 　 考項 　 　 目
Ⅰ　会　　　 費
Ⅱ　本部助成金
Ⅲ　研 修 会 費
Ⅳ　預 金 利 息
Ⅴ　寄 付 金
Ⅵ　雑 収 入

前年度繰越金
総　   計

20,015,000 
15,000,000

100,000
900 

0 
10,000 

23,406,747 
58,532,647

20,760,931 
17,540,678

0 
280

2,700 
15,294 

23,406,747
61,726,630

▽ 　　(745,931) 
▽ 　 (2,540,678) 

100,000 
620

▽　　　　(2,700)
▽　　　　(5,294) 

0 
▽ 　 (3,193,983)

会費(8334名、OB・賛助会費(3名)　振込手数料を控除額
会費還元金、運営費助成金　等
研修会参加費
預金利息
個人寄付
斡旋手数料等

自　令和  3年4月  1日
至　令和  4年3月31日

（ 収 入 の 部 ） 単 位 ： 円

総 会 費
支部長会費
役 員 会 費
委 員 会 費

組織活動費
組織対策費
教 育 費
渉 外 費
支部交付金
機関誌発行費

人 件 費
需 給 費

会 議 諸 費

事 業 費

維 持 運 営 費

予 備 費
総 計

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

4,200,000 
1,500,000 
1,200,000 

500,000 
1,000,000 

33,000,000 
7,000,000 
8,000,000 
2,000,000 
4,000,000 
8,000,000 
4,000,000 

20,000,000 
13,000,000 
7,000,000 
1,332,674 

58,532,674

2,771,871 
792,458
713,862 
292,015 
973,536 

20,204,008 
4,928,130 
3,152,818 

243,867 
2,604,509 
5,020,684 
4,254,000 

16,381,857 
11,347,588 
5,034,269

0 
39,357,736 

1,428,129
707,542
486,138
207,985 
26,464

12,795,992 
2,071,870
4,847,182
1,756,133
1,395,491
2,979,316

▽ 　  　-254,000
3,618,143 
1,652,412
1,965,731
1,332,674

19,174,938

総会関係諸費
総合役員会 　地区支部長会　他
三役会　県役員会
委員会（広報・青年部） 看護政策懇話会

組織内活動費・監査関係費・OB会　他
本部会議・九州ブロック会議等
研修会講師謝金　研修会資料作成費　他
慶弔費 各級議員会合・セミナー等会費 出席費 他
各支部活動費（会議　研修会 他）
福岡県看護連盟だより：あいあい(年3回)　60周年記念誌

職員給与・役員手当、社会保険料 他
事務所諸費　備品消耗品費　光熱水費  等

令和3年度　決算報告県看護連盟事業報告県看護連盟事業報告
令和3年度令和3年度

幹事長　前田三枝子
１．政治力・政策実現力の強化
目標１．看護職国会議員の選出・支援

　2022年2月25日の日本看護連盟通常総会において、友納理緒（とものう りお）氏が第26回参
議院選挙組織内候補予定者に決定した。同年3月1７日、都道府県県別会議において、看護協会と
の連携・協働を視野に入れ、後援会名簿４万人、得票数１万票を獲得目標とした。
　３月より、日本看護連盟のインターネットGoogleフォームを用いた「看護職の政治意識に関す
るアンケート」に協力した。福岡県の回答数は445件（全国6,096件、7.3％）で、上位５番目であっ
た。候補者の知名度は低かった。
　第49回衆議院議員総選挙において、衆議院に転身出馬した髙階恵美子議員の応援に協力し、
自民党入会を促進した。目標数を大きく上回って新規約500人の入党者を獲得し、候補者の名簿
順位を押し上げる大きな力となった。髙階議員は比例中国ブロック18位で見事当選した。
　機関誌86号で参議院議員としての活躍を見開きで紹介し、87号では県連盟会長との談話を
掲載し議員の政策姿勢、方針などの周知を図った。
　阿部俊子衆議院議員の選挙応援に、10月15～16日と18日に4人が岡山3区入りし、和気、瀬
戸地区等でビラ配りを行い、電話作戦に協力した。岡山3区比例復活当選した。
　木村やよい議員の自民党員集めおよび、電話作戦に協力した。木村議員は前回と比し得票数を
約6千伸ばしたが、京都3区落選となった。
　3月14日（月）九州ブロック協議会主催の研修会で、選挙におけるコンプライアンス活動を学習
した。講師は福岡県選挙管理委員会事務局主任主事渕上貴司氏。テーマは「有権者として知って
おきたい選挙とのこと」。県役員、青年部委員ら計9名が参加した。
目標２．看護政策の実現

　県連盟の政策実現力の強化に向けて、看護行政研究会の新しい組織つくりは出来なかった。協
力体制のある国会議員には、機会あるごとに必要性を訴えた。
　福岡県における保健師教育の大学院化を県へ要望するため、県立大学及び私立の看護大学
教授らと協議した。令和3年4月19日と令和４年1月21日の2回、政策審議会会長の音頭で県保健
医療介護部医療指導課等の行政担当官らとの勉強会を行った。

目標３．看護を理解する国会議員の支援
　国会議員との連携強化を目的に、県選出の衆議院議員と髙階恵美子参議院議員との2連ポス
ターを作成し、候補者の知名度アップに貢献した。第49回衆議院総選挙においては県支部連合
会と協働し、福岡県1区～11区の全候補者に推薦状を交付した。出陣式、街頭演説会、候補者講
演会、電話作戦など各陣営を積極的に応援し、8議員の当選に貢献した。
　県選出国会議員の政治活動報告会等に会長はじめ県役員らが計15回出席した。
　緊急事態宣言並びに蔓延防止対策が発令されたため、連盟主催の集会や交流会は開催でき
なかったが、随時、コロナ感染症対応看護師らの処遇改善やワクチン接種推進の必要性を国会
議員に訴えた。自民党総裁選挙において、マニフェストの紹介並びに演説会への参加を呼び掛け、
党員投票を促した。党員となることのメリットをPRした。

目標４．地方議会、地方行政との連携強化
　令和4年度福岡県予算並びに施策に対する要望事項を福岡県看護政策懇話会で協議し8月3
日福岡県知事に4項目の要望書を提出した。4項目とも前年度の継続であったが、同日、連盟は保
健師教育の大学院化推進、助産師実践能力向上のための出向事業の推進、特定行為研修制度
の更なる推進と修了者の活用、の3つの下位項目を追加し、県連及び県議団幹事長らに説明した。
　8月10日、福岡県議団の会長及び政審会長に同上の要望事項を説明した。8月27日と12月2日
の2回、県連組織委員長へ「コロナ禍での自宅療養者に対する訪問看護師を活用した健康観察支
援事業について」陳情し、訪問看護事業所看護師が自宅療養中のコロナ感染症患者の訪問看護
を行える道を開いた。
　4つの要望事項は、１．自治体保健師の計画的な人材確保と人材育成の推進（継続）２．助産師
活用推進事業の推進（継続）３．看護職の人材確保及び定着促進（継続）4．准看護師養成の課程
変更の推進並びに新設停止（継続）である。2月、県政務調査会長から回答を得たが、従前と同じ
内容で進展は見られなかった。

目標５．地方議員の擁立と支援
　地方議員選挙において、看護職の那珂川市議会議員（臂英治）および八女市議会議員（萩尾
洋）の選挙応援を行った。両議員の活動報告を連盟機関誌に3回掲載した。　
　福岡県知事戦選挙において、塚﨑会長が与野党連立候補の服部誠太郎選挙対策本部長を務
め、県役員を先頭に、各地区での選挙活動を推進した。連盟をあげて選挙応援を行った。29.61％
の低投票率であったが、99万2255票を獲得し、圧倒的勝利に貢献した。
　宮若市・鞍手郡県議補欠選挙、筑後市長選挙、久留米市長選挙、糸島市長選挙で、自民党公認
の候補者の選挙応援を行った。久留米市長選挙では自主投票を呼び掛けた。

２．組織力の強化・拡大
目標１．看護連盟・看護協会との連携・協働のさらなる推進

　福岡県看護協会と連盟とで看護政策懇話会を3回開催した。3年前より要望書提出時期を早め
る努力をしてきた結果、令和4年度福岡県予算等並びに事業に対する要望事項を8月3日、県に要
望書を提出することが出来た。連盟は同日自民党支部連合会に要望事項の説明を行った。
　協会理事の連盟入会者は22人中17人で、加入率は77.2％であった。協会員の連盟入会率は
19人と昨年度と変わらなかった。
　第26回参議院議員選挙協力について看護協会 と協議した。協会は国公立の施設、看護大学
を主に訪問し、後援会入会促進を行うことを確認した。
目標２．広報活動の強化充実

　機関誌あい＆あい85号、86号、87号を各9,000部発刊した。
　青年部委員会で音声ナレーション付きの基礎研修用DVD福岡県版を作成し、各支部にに配
布、活用を促した。7支部で基礎研修が実施され、ポリナビin福岡においても上映した。
　広報委員会を総合役員会開催日に合わせて開催した。ホームページへのアクセス数を増加さ
せるために、インターネットGoogleフォームを用いたアンケートを実施した。アクセス数は4,140
件で、前年度の14,810件から大幅に下がった。前年度はコロナ禍で国や県からの慰労金等の情
報を掲載したのでアクセス数が増えていた。
　福岡県のＷebアンフィニの登録数は全国4位であった。新役員の登録を積極的に推進した。新
型コロナウイルス感染症拡大のため集合による通常総会は中止とした。総会に先立つ式典も中
止し、麻生太郎副総理兼財務大臣、服部誠太郎県知事はじめ計13名の来賓の方々から録画によ
るメッセージをいただき、インターネット配信し、視聴できるようにした。同時に録画DVDを作成
し、各支部に配布し、支部会議・研修会等で視聴するよう案内した。
　Nursing Nowキャンペーンへの積極的参加を計画したが、地方議員による看護体験は、新型
コロナウイルス感染症が終息しなかったため、実施できなかった。
目標３．看護連盟の活動の強化及び周知の徹底

　日本看護連盟・都道府県看護連盟との情報の共有化を図る目標を掲げたが、2021年12月まで
都道府県看護連盟会長会は未開催であった。総合役員会に於いて、その経緯と会長会への欠席
理由を説明した。
　自立した会員の育成を目指した研修として、11月27日（土）令和3年度看護管理者トップセミ
ナーを開催した。講師は髙階恵美子衆議院議員。感染症拡大防止のため参加者数を制限した。協
力員を含め当日は112名の参加があった。テーマ「看護管理と政策～人と社会の生きる力を守る
看護～」。受講者の満足度は97%と高く、「パワーと勇気をいただいた」「言うべき時にしっかり言
える管理者になりたい」「看護職が楽しく豊かに堂々と看護できる環境を整えることが、人と社会
の生きる力を守ることにつながるのだと強く感じた」などの感想が寄せられた。
　連盟内で生じている意見の不一致と、正常化へ向けての話し合いの経緯を会員に書面で知ら
せ、会員からの意見を吸い上げ、本部へフィードバックしたが改善はなかった。1月の総合役員会

及び青年部委員会において、総会開催遅延の経緯と参議院議員選挙組織内候補者決定が遅れ
た理由を説明した。 
　令和4年3月17日（木）に都道府県別会議を本部役員参加のもとにオンラインで実施し、第26回
参議院選に向けての課題を明確にした。日本看護連盟の方針に基づき、獲得目標数を達成するた
めの具体的戦略を立案した。看護護協会からの参加が3名あり、内容の共有化を図ることができた。

目標４．会員の確保対策
　2021年度の会員数は8,334人で、会員数は回復できなかった。トップの看護管理者の交替があっ
た1～2施設でまとまった人数の退会が生じた。新型コロナウイルス感染症拡大のため、県や各施設
における研修会、施設訪問が出来なかったことが一番の要因と考える。未加入者の多い施設の看護
管理者との交流や、定年退職者、産休・育休者に連盟会員の継続への働きかけは出来なかった。
　緊急事態宣言発令等の為、集会の開催が困難で、OB会の組織化や地区活動の「見える化」は
出来なかった。コロナ禍で学校閉鎖や校内立ち入り禁止のため、看護学生対象のフォーラムは実
施できなかった。学生会員数は4人と増加した。看護大学・看護専門学校の教員は124人の加入
数で、大きな増加はなかった。賛助会員の入会はなく、積極的な勧誘も出来なかった。　
　看護系大学は15校に増えたが保健師教育の大学院は未設置のため、3大学の教員らと情報を
共有し、県に継続して働きかけるための連携を図った。

目標５．福岡県看護連盟の効率的な組織運営効率的な運営
　規約等に基づいた効率的な運営をした。Web会議が円滑に実施できるよう100名迄のZOOM
プロライセンス契約を結んだ 。日本看護連盟のビジネスライセンス（300名迄）との2本立てとな
り、支部での活用も可能となった。
　オンライン単独や対面併用会議を開催した。マイク付きヘッドフォンを10個購入し、スムーズな
会議運営を推進した。
　コロナ禍のため青年部委員会で企画・運営したポリナビin福岡をオンライン研修に変更した。
インターネット研修環境の安定化を図るためにシステム技師の応援を依頼した。
　令和3年度通常総会は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、予定した式典及び総会への集
合を中止とし、代議員による書面決議に変更した。
　三役会は10回、県役員会は3回開催した。広報委員会は5回、青年部委員会は6回開催した。
地区別支部長会、リーダー研修会は開催できなかった。

目標６．ブロック協議会への協力
　12月9～10日、長崎県出島メッセにおいて開催された九州ブロック看護管理者等セミナーに、
県より会長・幹事長・県役員の計9人が参加した。
　3月14日（月）JＲ博多シティ会議室にて開催された九州ブロック協議会主催の看護連盟会長・
副会長・幹事長・青年部合同研修会に9人が参加した。テーマは「有権者として知っておきたい選
挙の事」で、若い人たちの選挙行動の理解と、公職選挙法違反にならない選挙運動について理解
を深めた。加えて九州ブロック内各県青年部の活動状況の報告が行われ、九州地区の青年部活
動の現状と今後の課題について情報を共有した。

目標７．支部組織の活動の強化・促進
　県役員の役割を分担した。広報委員会構成メンバーに4地区の支部長と青年部委員会広報担
当者を入れ、広報委員会内規に沿って活動した。県役員全員で福岡県看護連盟創立60周年記念
誌編纂委員会を結成し、湯元副会長を委員長に編纂作業を行った。プロジェクトチームとしての
位置づけで、完成後解散とした。
　11月18日（木）福岡3-6支部において、福岡県議会議員政務調査会長の野原隆士氏により、

「コロナ禍における地方議員としての活動」と題して政策過程及び議員活動の実際を学んだ。
15名が参加し議員活動の理解が深まったと好評であった。
　集合・対面による支部役員会の開催が困難であったが、インターネットやSNSラインを活用して
役員会を開催し、討議・情報交換をおこなった。
　広報委員会においてインターネット会員アンケートを実施し、年複数回行うことや、回答者に景
品などを与えることの是非について検討した。

目標８．若手会員の育成
　福岡県看護連盟青年部委員長酒井裕子委員長が日本看護連盟青年部活性委委員会に参加し
た。青年部ブロック会議が12月19日（日）と3月6日（日）にオンラインで2回開催され、当県から延
べ7人が参加した。
　9月22日、Webアンフィニのレポートに当県の酒井裕子委員長のリレートーク「感じている問題
を愚痴でおわらせない」が掲載された。
　第9回ポリナビワークショップin福岡を2月12日（土）に企画・運営した。主題：―今すべての命
を考える－　講演：「教えて！ワンヘルス～人と動物の共生社会～」講師：藏内勇夫先生　日本獣
医師会会長、福岡県獣医師会名誉会長。初めてのオンライン研修であったが、役員他70名の参
加があり、ワンヘルスの概念や定義をはじめとし歴史や医療・看護との関連を学び、ワンヘルス宣
言を採択している福岡県のワンヘルス推進活動理解の第一歩となった。講演内容を録画し、DVD
化し、各支部及び青年部委員に配布した。福岡ワンヘルス協議会に連盟会員60名が入会した。
　後援会に先立ち、録画した基礎研修を上映した。ナレーション付きで好評であった。同日木村や
よい前衆議院議議員の来訪があり、青年部委員会の有志と意見交換を行った。
目標９．関係団体・関係組織との連携・強化

　政策セミナーなどに参加した際、医療関係団体代表らと名刺交換を行い関係構築に務めた。３
月23日、福岡県鍼灸マッサージ師連盟と施設利用割引に関する協定を結んだ。自民党県連職域
支部として諸行事に参加した。令和3年度の県連大会はコロナ禍のため中止となったが、優秀党
組織に医療法人社団高邦会高木病院が、優秀党員に社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院の
橋本美紀氏、戸塚幹子、樋口紀由美子氏、金納信江氏の4氏と一般社団法人平成紫川会小倉記
念病院の中川由美氏、久留米大学病院の佐々木由恵氏の計6名が自民党県連表彰を受賞した。
　9月28日（火）「『職域支部』『県連役員』意見交換会」に会長、幹事長が出席し、第49回衆議院
議員総選挙について想定される政治日程、情勢報告など情報を交換した。

３．会員の福祉の充実
目標１．災害への対応

　災害発生時各支部長を介し速やかな被害状況の報告を求め本部へ連絡した。8月14日、九州豪
雨で4人の会員が床上浸水の被害がでたので災害見舞金を本部に申請しお見舞い金を送付した。

目標２．福利厚生への対応
　福岡県看護連盟会長表彰規程及び福岡県看護連盟広報委員会規程を制定し、4月1日より施
行した。第1回の福岡県看護連盟会長表彰を規定に基づき実施し、10名を表彰し、記念品を贈呈
した。（龍野恵子、中ノ森美知子、高野正代、岡田晃代、金子いずみ、本園陽子、的野澄子、松本初
子、丸山眞紀子、柴田公子）
　日本看護連盟創立60周年記念表彰で福岡県会員11名に表彰状と記念品が贈られた。役員功
労賞は8名（山口典子、大内田サナヱ、松本初子、樋口ミヨ子、神尾国子、小島リヨ子、丸山真紀子、
久冨瑞穂）、会員功労賞は1名（下山節子氏）、職員功労賞は2名（白石順子、星野文子）で、令和4
年2月25日の通常総会時に表彰報告があった。
　記念誌1,000部を令和4年3月末に発刊し、関係各位、団体に贈呈した。
　連盟会員サービスの一助として福岡県鍼灸マッサージ師連盟会員施設における施術料の割引
について協議し、3月23日、両者間で協定を結んだ。2022年4月1日からのサービス開始に向けて
周知を図る準備を行った。
　物故者は2名で、日本看護連盟及び福岡県看護連盟より弔意をあらわした。

目標３．諸問題への対応
　政治活動及び選挙運動が安全に実施できるよう「参議院選挙実践の手引き」の活用を促した。
　政治活動等に関する疑問や不確かさは、速やかに本部に相談し、自民党コンプライアンス室及
び法曹団弁護士に確認をとってもらい、安全な活動につなげた。
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（ 支 出 の 部 ）

（ 収 入 の 部 ） 単 位 ： 円

自　令和  4年4月  1日
至　令和  5年3月31日

項 　 　 目 令和4年度予算額(案) 令和3年度予算額 令和3年度決算額備 　 　 考
Ⅰ　会　　　 費
Ⅱ　本部助成金
Ⅲ　研 修 会 費
Ⅳ　預 金 利 息
Ⅴ　寄 付 金
Ⅵ　雑 収 入

前年度繰越金
総　   計

18,753,000
15,000,000 

0 
200 

0 
10,000 

22,368,894 
56,132,094

20,015,000
15,000,000 

100,000 
900 

0 
10,000 

23,406,747 
58,532,647

20,760,931
17,540,678 

0 
280 

2,700 
15,294

23,406,747 
61,726,630

正会員7,500人+賛助・OB会員3人
会費還元金 本部会議出席費 等
研修会参加費

販売協力金 等

令和4年度　予算（案）

項 　 　 目 令和4年度予算額(案) 令和3年度予算額 令和3年度決算額備 　 　 考
Ⅰ  会 議 諸 費
　　
　　
　　
　　
Ⅱ　事 業 費
　　
　　
　　
　　
　　
　　
Ⅲ　維 持 運 営 費
　　
　　
Ⅳ　予 備 費  

総　　計

総 会 費
支 部 長 会 費
役 員 会 費
委 員 会 費

組 織 活 動 費
組 織 対 策 費
教 育 費
渉 外 費
支 部 交 付 金
機関誌発行費

人 件 費
需 給 費

4,900,000 
2,300,000 
1,000,000 

500,000 
1,100,000 

29,500,000 
7,000,000 
8,000,000 
1,000,000
4,000,000 
7,000,000 
2,500,000 

20,000,000 
12,000,000 

8,000,000
1,732,094

56,132,094

4,200,000
1,500,000
1,200,000 

500,000 
1,000,000 

33,000,000
7,000,000 
8,000,000 
2,000,000 
4,000,000 
8,000,000 
4,000,000

20,000,000
13,000,000 
7,000,000 
1,332,674 

58,532,674

2,771,871
792,458
713,862 
292,015 
973,536 

20,204,008
4,928,130 
3,152,818

243,867 
2,604,509
5,020,684 
4,254,000 

16,381,857 
11,347,588
5,034,269 

0 
39,357,736

総会関係諸費
総合役員会関係費　
三役会 県役員会 　
委員会(広報・青年部） 看護政策懇話会

組織内活動費・ＯＢ会・青年部活動費 他
本部総会・会議・政策集会(交流会) 施設訪問 九州ﾌﾞﾛｯｸ(管理者研修会・青年部) 他
県・支部研修会講師謝金　他
慶弔費 各級議員会合･セミナー等 会費 出席費 他
支部活動費(会議 研修会 他)
福岡県看護連盟だより：あいあい（年３回）

職員給与 社会保険料　他 （退職金積立金を含む）
事務所諸費 備品・消耗品費　光熱水費

項 　 　 目 令和3年度予算額 令和3年度決算額 差 　 異 備 　 　 考

（ 支 出 の 部 ）

令和3年度予算額 令和3年度決算額 差 　 異 備 　 　 考項 　 　 目
Ⅰ　会　　　 費
Ⅱ　本部助成金
Ⅲ　研 修 会 費
Ⅳ　預 金 利 息
Ⅴ　寄 付 金
Ⅵ　雑 収 入

前年度繰越金
総　   計

20,015,000 
15,000,000

100,000
900 

0 
10,000 

23,406,747 
58,532,647

20,760,931 
17,540,678

0 
280

2,700 
15,294 

23,406,747
61,726,630

▽ 　　(745,931) 
▽ 　 (2,540,678) 

100,000 
620

▽　　　　(2,700)
▽　　　　(5,294) 

0 
▽ 　 (3,193,983)

会費(8334名、OB・賛助会費(3名)　振込手数料を控除額
会費還元金、運営費助成金　等
研修会参加費
預金利息
個人寄付
斡旋手数料等

自　令和  3年4月  1日
至　令和  4年3月31日

（ 収 入 の 部 ） 単 位 ： 円

総 会 費
支部長会費
役 員 会 費
委 員 会 費

組織活動費
組織対策費
教 育 費
渉 外 費
支部交付金
機関誌発行費

人 件 費
需 給 費

会 議 諸 費

事 業 費

維 持 運 営 費

予 備 費
総 計

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

4,200,000 
1,500,000 
1,200,000 

500,000 
1,000,000 

33,000,000 
7,000,000 
8,000,000 
2,000,000 
4,000,000 
8,000,000 
4,000,000 

20,000,000 
13,000,000 

7,000,000 
1,332,674 

58,532,674

2,771,871 
792,458
713,862 
292,015 
973,536 

20,204,008 
4,928,130 
3,152,818 

243,867 
2,604,509 
5,020,684 
4,254,000 

16,381,857 
11,347,588 
5,034,269

0 
39,357,736 

1,428,129
707,542
486,138
207,985 
26,464

12,795,992 
2,071,870
4,847,182
1,756,133
1,395,491
2,979,316

▽ 　  　-254,000
3,618,143 
1,652,412
1,965,731
1,332,674

19,174,938

総会関係諸費
総合役員会 　地区支部長会　他
三役会　県役員会
委員会（広報・青年部） 看護政策懇話会

組織内活動費・監査関係費・OB会　他
本部会議・九州ブロック会議等
研修会講師謝金　研修会資料作成費　他
慶弔費 各級議員会合・セミナー等会費 出席費 他
各支部活動費（会議　研修会 他）
福岡県看護連盟だより：あいあい(年3回)　60周年記念誌

職員給与・役員手当、社会保険料 他
事務所諸費　備品消耗品費　光熱水費  等

令和3年度　決算報告県看護連盟事業報告県看護連盟事業報告
令和3年度令和3年度

幹事長　前田三枝子
１．政治力・政策実現力の強化
目標１．看護職国会議員の選出・支援

　2022年2月25日の日本看護連盟通常総会において、友納理緒（とものう りお）氏が第26回参
議院選挙組織内候補予定者に決定した。同年3月1７日、都道府県県別会議において、看護協会と
の連携・協働を視野に入れ、後援会名簿４万人、得票数１万票を獲得目標とした。
　３月より、日本看護連盟のインターネットGoogleフォームを用いた「看護職の政治意識に関す
るアンケート」に協力した。福岡県の回答数は445件（全国6,096件、7.3％）で、上位５番目であっ
た。候補者の知名度は低かった。
　第49回衆議院議員総選挙において、衆議院に転身出馬した髙階恵美子議員の応援に協力し、
自民党入会を促進した。目標数を大きく上回って新規約500人の入党者を獲得し、候補者の名簿
順位を押し上げる大きな力となった。髙階議員は比例中国ブロック18位で見事当選した。
　機関誌86号で参議院議員としての活躍を見開きで紹介し、87号では県連盟会長との談話を
掲載し議員の政策姿勢、方針などの周知を図った。
　阿部俊子衆議院議員の選挙応援に、10月15～16日と18日に4人が岡山3区入りし、和気、瀬
戸地区等でビラ配りを行い、電話作戦に協力した。岡山3区比例復活当選した。
　木村やよい議員の自民党員集めおよび、電話作戦に協力した。木村議員は前回と比し得票数を
約6千伸ばしたが、京都3区落選となった。
　3月14日（月）九州ブロック協議会主催の研修会で、選挙におけるコンプライアンス活動を学習
した。講師は福岡県選挙管理委員会事務局主任主事渕上貴司氏。テーマは「有権者として知って
おきたい選挙とのこと」。県役員、青年部委員ら計9名が参加した。
目標２．看護政策の実現

　県連盟の政策実現力の強化に向けて、看護行政研究会の新しい組織つくりは出来なかった。協
力体制のある国会議員には、機会あるごとに必要性を訴えた。
　福岡県における保健師教育の大学院化を県へ要望するため、県立大学及び私立の看護大学
教授らと協議した。令和3年4月19日と令和４年1月21日の2回、政策審議会会長の音頭で県保健
医療介護部医療指導課等の行政担当官らとの勉強会を行った。

目標３．看護を理解する国会議員の支援
　国会議員との連携強化を目的に、県選出の衆議院議員と髙階恵美子参議院議員との2連ポス
ターを作成し、候補者の知名度アップに貢献した。第49回衆議院総選挙においては県支部連合
会と協働し、福岡県1区～11区の全候補者に推薦状を交付した。出陣式、街頭演説会、候補者講
演会、電話作戦など各陣営を積極的に応援し、8議員の当選に貢献した。
　県選出国会議員の政治活動報告会等に会長はじめ県役員らが計15回出席した。
　緊急事態宣言並びに蔓延防止対策が発令されたため、連盟主催の集会や交流会は開催でき
なかったが、随時、コロナ感染症対応看護師らの処遇改善やワクチン接種推進の必要性を国会
議員に訴えた。自民党総裁選挙において、マニフェストの紹介並びに演説会への参加を呼び掛け、
党員投票を促した。党員となることのメリットをPRした。

目標４．地方議会、地方行政との連携強化
　令和4年度福岡県予算並びに施策に対する要望事項を福岡県看護政策懇話会で協議し8月3
日福岡県知事に4項目の要望書を提出した。4項目とも前年度の継続であったが、同日、連盟は保
健師教育の大学院化推進、助産師実践能力向上のための出向事業の推進、特定行為研修制度
の更なる推進と修了者の活用、の3つの下位項目を追加し、県連及び県議団幹事長らに説明した。
　8月10日、福岡県議団の会長及び政審会長に同上の要望事項を説明した。8月27日と12月2日
の2回、県連組織委員長へ「コロナ禍での自宅療養者に対する訪問看護師を活用した健康観察支
援事業について」陳情し、訪問看護事業所看護師が自宅療養中のコロナ感染症患者の訪問看護
を行える道を開いた。
　4つの要望事項は、１．自治体保健師の計画的な人材確保と人材育成の推進（継続）２．助産師
活用推進事業の推進（継続）３．看護職の人材確保及び定着促進（継続）4．准看護師養成の課程
変更の推進並びに新設停止（継続）である。2月、県政務調査会長から回答を得たが、従前と同じ
内容で進展は見られなかった。

目標５．地方議員の擁立と支援
　地方議員選挙において、看護職の那珂川市議会議員（臂英治）および八女市議会議員（萩尾
洋）の選挙応援を行った。両議員の活動報告を連盟機関誌に3回掲載した。　
　福岡県知事戦選挙において、塚﨑会長が与野党連立候補の服部誠太郎選挙対策本部長を務
め、県役員を先頭に、各地区での選挙活動を推進した。連盟をあげて選挙応援を行った。29.61％
の低投票率であったが、99万2255票を獲得し、圧倒的勝利に貢献した。
　宮若市・鞍手郡県議補欠選挙、筑後市長選挙、久留米市長選挙、糸島市長選挙で、自民党公認
の候補者の選挙応援を行った。久留米市長選挙では自主投票を呼び掛けた。

２．組織力の強化・拡大
目標１．看護連盟・看護協会との連携・協働のさらなる推進

　福岡県看護協会と連盟とで看護政策懇話会を3回開催した。3年前より要望書提出時期を早め
る努力をしてきた結果、令和4年度福岡県予算等並びに事業に対する要望事項を8月3日、県に要
望書を提出することが出来た。連盟は同日自民党支部連合会に要望事項の説明を行った。
　協会理事の連盟入会者は22人中17人で、加入率は77.2％であった。協会員の連盟入会率は
19人と昨年度と変わらなかった。
　第26回参議院議員選挙協力について看護協会 と協議した。協会は国公立の施設、看護大学
を主に訪問し、後援会入会促進を行うことを確認した。
目標２．広報活動の強化充実

　機関誌あい＆あい85号、86号、87号を各9,000部発刊した。
　青年部委員会で音声ナレーション付きの基礎研修用DVD福岡県版を作成し、各支部にに配
布、活用を促した。7支部で基礎研修が実施され、ポリナビin福岡においても上映した。
　広報委員会を総合役員会開催日に合わせて開催した。ホームページへのアクセス数を増加さ
せるために、インターネットGoogleフォームを用いたアンケートを実施した。アクセス数は4,140
件で、前年度の14,810件から大幅に下がった。前年度はコロナ禍で国や県からの慰労金等の情
報を掲載したのでアクセス数が増えていた。
　福岡県のＷebアンフィニの登録数は全国4位であった。新役員の登録を積極的に推進した。新
型コロナウイルス感染症拡大のため集合による通常総会は中止とした。総会に先立つ式典も中
止し、麻生太郎副総理兼財務大臣、服部誠太郎県知事はじめ計13名の来賓の方々から録画によ
るメッセージをいただき、インターネット配信し、視聴できるようにした。同時に録画DVDを作成
し、各支部に配布し、支部会議・研修会等で視聴するよう案内した。
　Nursing Nowキャンペーンへの積極的参加を計画したが、地方議員による看護体験は、新型
コロナウイルス感染症が終息しなかったため、実施できなかった。
目標３．看護連盟の活動の強化及び周知の徹底

　日本看護連盟・都道府県看護連盟との情報の共有化を図る目標を掲げたが、2021年12月まで
都道府県看護連盟会長会は未開催であった。総合役員会に於いて、その経緯と会長会への欠席
理由を説明した。
　自立した会員の育成を目指した研修として、11月27日（土）令和3年度看護管理者トップセミ
ナーを開催した。講師は髙階恵美子衆議院議員。感染症拡大防止のため参加者数を制限した。協
力員を含め当日は112名の参加があった。テーマ「看護管理と政策～人と社会の生きる力を守る
看護～」。受講者の満足度は97%と高く、「パワーと勇気をいただいた」「言うべき時にしっかり言
える管理者になりたい」「看護職が楽しく豊かに堂々と看護できる環境を整えることが、人と社会
の生きる力を守ることにつながるのだと強く感じた」などの感想が寄せられた。
　連盟内で生じている意見の不一致と、正常化へ向けての話し合いの経緯を会員に書面で知ら
せ、会員からの意見を吸い上げ、本部へフィードバックしたが改善はなかった。1月の総合役員会

及び青年部委員会において、総会開催遅延の経緯と参議院議員選挙組織内候補者決定が遅れ
た理由を説明した。 
　令和4年3月17日（木）に都道府県別会議を本部役員参加のもとにオンラインで実施し、第26回
参議院選に向けての課題を明確にした。日本看護連盟の方針に基づき、獲得目標数を達成するた
めの具体的戦略を立案した。看護護協会からの参加が3名あり、内容の共有化を図ることができた。

目標４．会員の確保対策
　2021年度の会員数は8,334人で、会員数は回復できなかった。トップの看護管理者の交替があっ
た1～2施設でまとまった人数の退会が生じた。新型コロナウイルス感染症拡大のため、県や各施設
における研修会、施設訪問が出来なかったことが一番の要因と考える。未加入者の多い施設の看護
管理者との交流や、定年退職者、産休・育休者に連盟会員の継続への働きかけは出来なかった。
　緊急事態宣言発令等の為、集会の開催が困難で、OB会の組織化や地区活動の「見える化」は
出来なかった。コロナ禍で学校閉鎖や校内立ち入り禁止のため、看護学生対象のフォーラムは実
施できなかった。学生会員数は4人と増加した。看護大学・看護専門学校の教員は124人の加入
数で、大きな増加はなかった。賛助会員の入会はなく、積極的な勧誘も出来なかった。　
　看護系大学は15校に増えたが保健師教育の大学院は未設置のため、3大学の教員らと情報を
共有し、県に継続して働きかけるための連携を図った。

目標５．福岡県看護連盟の効率的な組織運営効率的な運営
　規約等に基づいた効率的な運営をした。Web会議が円滑に実施できるよう100名迄のZOOM
プロライセンス契約を結んだ 。日本看護連盟のビジネスライセンス（300名迄）との2本立てとな
り、支部での活用も可能となった。
　オンライン単独や対面併用会議を開催した。マイク付きヘッドフォンを10個購入し、スムーズな
会議運営を推進した。
　コロナ禍のため青年部委員会で企画・運営したポリナビin福岡をオンライン研修に変更した。
インターネット研修環境の安定化を図るためにシステム技師の応援を依頼した。
　令和3年度通常総会は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、予定した式典及び総会への集
合を中止とし、代議員による書面決議に変更した。
　三役会は10回、県役員会は3回開催した。広報委員会は5回、青年部委員会は6回開催した。
地区別支部長会、リーダー研修会は開催できなかった。

目標６．ブロック協議会への協力
　12月9～10日、長崎県出島メッセにおいて開催された九州ブロック看護管理者等セミナーに、
県より会長・幹事長・県役員の計9人が参加した。
　3月14日（月）JＲ博多シティ会議室にて開催された九州ブロック協議会主催の看護連盟会長・
副会長・幹事長・青年部合同研修会に9人が参加した。テーマは「有権者として知っておきたい選
挙の事」で、若い人たちの選挙行動の理解と、公職選挙法違反にならない選挙運動について理解
を深めた。加えて九州ブロック内各県青年部の活動状況の報告が行われ、九州地区の青年部活
動の現状と今後の課題について情報を共有した。

目標７．支部組織の活動の強化・促進
　県役員の役割を分担した。広報委員会構成メンバーに4地区の支部長と青年部委員会広報担
当者を入れ、広報委員会内規に沿って活動した。県役員全員で福岡県看護連盟創立60周年記念
誌編纂委員会を結成し、湯元副会長を委員長に編纂作業を行った。プロジェクトチームとしての
位置づけで、完成後解散とした。
　11月18日（木）福岡3-6支部において、福岡県議会議員政務調査会長の野原隆士氏により、

「コロナ禍における地方議員としての活動」と題して政策過程及び議員活動の実際を学んだ。
15名が参加し議員活動の理解が深まったと好評であった。
　集合・対面による支部役員会の開催が困難であったが、インターネットやSNSラインを活用して
役員会を開催し、討議・情報交換をおこなった。
　広報委員会においてインターネット会員アンケートを実施し、年複数回行うことや、回答者に景
品などを与えることの是非について検討した。

目標８．若手会員の育成
　福岡県看護連盟青年部委員長酒井裕子委員長が日本看護連盟青年部活性委委員会に参加し
た。青年部ブロック会議が12月19日（日）と3月6日（日）にオンラインで2回開催され、当県から延
べ7人が参加した。
　9月22日、Webアンフィニのレポートに当県の酒井裕子委員長のリレートーク「感じている問題
を愚痴でおわらせない」が掲載された。
　第9回ポリナビワークショップin福岡を2月12日（土）に企画・運営した。主題：―今すべての命
を考える－　講演：「教えて！ワンヘルス～人と動物の共生社会～」講師：藏内勇夫先生　日本獣
医師会会長、福岡県獣医師会名誉会長。初めてのオンライン研修であったが、役員他70名の参
加があり、ワンヘルスの概念や定義をはじめとし歴史や医療・看護との関連を学び、ワンヘルス宣
言を採択している福岡県のワンヘルス推進活動理解の第一歩となった。講演内容を録画し、DVD
化し、各支部及び青年部委員に配布した。福岡ワンヘルス協議会に連盟会員60名が入会した。
　後援会に先立ち、録画した基礎研修を上映した。ナレーション付きで好評であった。同日木村や
よい前衆議院議議員の来訪があり、青年部委員会の有志と意見交換を行った。
目標９．関係団体・関係組織との連携・強化

　政策セミナーなどに参加した際、医療関係団体代表らと名刺交換を行い関係構築に務めた。３
月23日、福岡県鍼灸マッサージ師連盟と施設利用割引に関する協定を結んだ。自民党県連職域
支部として諸行事に参加した。令和3年度の県連大会はコロナ禍のため中止となったが、優秀党
組織に医療法人社団高邦会高木病院が、優秀党員に社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院の
橋本美紀氏、戸塚幹子、樋口紀由美子氏、金納信江氏の4氏と一般社団法人平成紫川会小倉記
念病院の中川由美氏、久留米大学病院の佐々木由恵氏の計6名が自民党県連表彰を受賞した。
　9月28日（火）「『職域支部』『県連役員』意見交換会」に会長、幹事長が出席し、第49回衆議院
議員総選挙について想定される政治日程、情勢報告など情報を交換した。

３．会員の福祉の充実
目標１．災害への対応

　災害発生時各支部長を介し速やかな被害状況の報告を求め本部へ連絡した。8月14日、九州豪
雨で4人の会員が床上浸水の被害がでたので災害見舞金を本部に申請しお見舞い金を送付した。

目標２．福利厚生への対応
　福岡県看護連盟会長表彰規程及び福岡県看護連盟広報委員会規程を制定し、4月1日より施
行した。第1回の福岡県看護連盟会長表彰を規定に基づき実施し、10名を表彰し、記念品を贈呈
した。（龍野恵子、中ノ森美知子、高野正代、岡田晃代、金子いずみ、本園陽子、的野澄子、松本初
子、丸山眞紀子、柴田公子）
　日本看護連盟創立60周年記念表彰で福岡県会員11名に表彰状と記念品が贈られた。役員功
労賞は8名（山口典子、大内田サナヱ、松本初子、樋口ミヨ子、神尾国子、小島リヨ子、丸山真紀子、
久冨瑞穂）、会員功労賞は1名（下山節子氏）、職員功労賞は2名（白石順子、星野文子）で、令和4
年2月25日の通常総会時に表彰報告があった。
　記念誌1,000部を令和4年3月末に発刊し、関係各位、団体に贈呈した。
　連盟会員サービスの一助として福岡県鍼灸マッサージ師連盟会員施設における施術料の割引
について協議し、3月23日、両者間で協定を結んだ。2022年4月1日からのサービス開始に向けて
周知を図る準備を行った。
　物故者は2名で、日本看護連盟及び福岡県看護連盟より弔意をあらわした。

目標３．諸問題への対応
　政治活動及び選挙運動が安全に実施できるよう「参議院選挙実践の手引き」の活用を促した。
　政治活動等に関する疑問や不確かさは、速やかに本部に相談し、自民党コンプライアンス室及
び法曹団弁護士に確認をとってもらい、安全な活動につなげた。
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福岡県看護連盟 事業計画（案）
令和4年度令和4年度

重点方針 見える活動　　行動する会員　　確かな組織づくり見える活動　　行動する会員　　確かな組織づくり1. 2. 3.
目的 目　　　　　標 方　　　　　針 事　　　　　業 評価指標

政
治
力
・
政
策
実
現
力
の
強
化

1. 看護職国会議員の選出・支援 1）第 26 回参議院議員選挙における組織内候補者の当選
2）看護職国会議員の支持と活動周知
3）公職選挙法の遵守
4）組織代表議員活動の共有

1）-1 第 26 回参議院議員選挙で、組織代表候補者の当選を勝ち取る。
　  -2 第 26 回 4 参議院議員選挙総括を行い、次期参議院選挙への課題を見出す。
　  -3 県における選挙活動方針と戦略を作成し、地区および支部における選挙活動を支援する。　　
2）-1 看護職国会議議員の知名度向上及び活動状況を周知する。
　  -2 機関紙（あい & あい）に看護職国会議員の活動報告を掲載する。
　  -3 ホームページ、インターネット、SNS 等を活用し各議員の活動を周知する。
3）-1 選挙運動リーダー（支部長）強化研修等を検討し、主体的に選挙運動ができる自律した会員を育成する。
　  -2 選挙実践の手引きや選挙におけるコンプライアンス活動の学習を行い安全な活動を実施する。
4）-1 会員意識調査に協力し、政治意識の向上に向けて課題を明確にし、解決策を見出す。

〇第 26 回参議委員議員選挙候補予定者の当選
○選挙総括より、次期参議院選挙の課題抽出と改善策の検討、報告。
〇期日前投票率の向上、得票数の増加、選挙違反ゼロ

○各機会を通してＰＲできたか。

○会員意識調査の結果評価　

2. 看護政策の実現 1）日本看護連盟、県看護連盟の政策実現力の強化
2）現場の声の把握
3）医療系・介護系団体との連携
4）看護教育機関との連携
5）新型コロナウイルス感染対策政策の推進

1）-1 看護協会の重点施策の実現に向けて、県看護連盟会長と政策セミナー等を活用し意見交換を実施する。
　  -2 県選出の国会議員の政策説明会等に参加し連携を密にとる。
2）-1 現場の声を集約し、看護協会と協働し看護政策要望（書）等につなげる。
　  -2 総合役員会・研修会等で、日本看護連盟 HP 上のアンケートフォームにアクセスし、投稿するよう勧め、「現場の声」
　  　 活用促進委員会等が集約した結果をタイムリーに会員に還元する。
3）-1 医療系・介護系団体との連携を図る。
4）-1 看護教育機関に看護職国会議員の紹介、「看護と政策」に関する講座開設の必要性をアピールする。
　  -2 看護学生の投票行動を促す依頼をする。
5）-1 感染対策に関する現場の苦情や課題を把握し、地方議員・地方行政へタイムリーに情報を伝える。
　  -2 コロナ対策の現場への還元状況を把握し、更なる改善を関係国会議員並びに地方議員に要望する。

○看護行政研究会の見直しができ、新しい組織ができたか。

○要望書の提出
〇投稿を勧め、結果が還元できたか。

〇医療系・介護系団体との連携がとれたか。
○看護教育機関と連携が取れたか。

〇政策提言数、政策実現数

3. 看護を理解する国会議員の
　確保と支援

1）県選出の国会議員との連携強化 1）-1 県選出国会議員の政策フォーラム、国政報告会等に参加し、回数・人数等を本部に報告する。
2）-1 県看護連盟と国会議員との交流の場を持つ。
　  -2 県が支援している国会議員に看護政策の必要性の理解を図る。
　  -3 県の看護政策に理解を示す国会議員を支援する体制を強化する。

〇参加回数・参加人数の報告

○交流の場を持ったか

4. 地方議会、地方行政への影響力の
　 強化

1）地方議員との情報交換と活動支援
2）地方議会、行政等との情報交流

1）-1 地方議員との交流の場を設け、連盟への理解を深める。
　  -2 福岡県看護問題対策議員連盟（仮称）の再構築に向けて議員に働きかける。
　  -3 フォーマットを活用し県の職域活動を報告する。
　  -4 看護政策実現のために地方行政に働きかける。
　  -5 地方議員の活動を支援する。

○看護政策の担当議員と交流できたか。
○要望立案の協働、提出件数、成果の実態把握
〇報告したか

5. 地方議員の擁立と支援 1）地方議員候補者の発掘と育成
2）地方議員との連携強化

1）-1 県議、市議等への立候補者への支援を行う。
　  -2 県、政治団体等が実施している若手育成プログラム等に、積極的に参加できるように適宜情報を提供する。
2）-1 第 49 回衆議院選挙、第 26 回参議院議員選挙等の地方議員の応援実績を把握し、支援のあり方を検討する。

○ＰＲや呼びかけができたか。
○看護を応援する県連・市議・首長当選者数の把握
○育成プログラム等の参加者数、参加者の県連での還元内容の把握

組

織

力

の

強

化

・

拡

大

1. 看護連盟・看護協会との連携・
　協働のさらなる推進

1）福岡県看護連盟と福岡県看護協会との連携強化 1）-1 県連盟会長と看護協会との「合同会議」に参加し、有機的な連携・協働の在り方を検討る。 
　  -2 県看護協会・看護連盟総会に協会長・連盟会長が相互に参加する。
　  -3 会員確保や選挙活動のあり方を検討する。

〇看護協会理事及び会員の連盟入会比率の向上
〇看護職の投票率の向上
〇安全な選挙協力の実施

2. 広報活動の強化充実 1）会員に向けた広報活動の充実・強化
2）インターネットを活用した有効な情報発信
3）選挙活動に有効なインターネット広報ツールの活用

1）-1 日本看護連盟との連携により、広報グッズなどの会員ハンドブック、入会委案内、議員ファイル、ティッシュなど
　  　 効率的活用を図る。
　  -2「地方議員による看護体験」を 4 地区で実施する。
　  -3 福岡県看護連盟機関誌や HP、県主催の研修会等で PR する。
2）-1 機関誌あいあいを 3 回 / 年発行する。
　  -2 広報委員会において広報活動の方針、具体策を検討し、推進する。
3）-1 諸研修会、諸集会で看護職国会議員のビデオメッセージを配信する。
　  -2 国政報告会の開催、Web アンフィニ等活用、機関誌への掲載等を通し、国政における看護職議員の活動を報告する。
　  -3 各級の議会見学を行い、政策決定過程の学びから政治参画意識を高める。
4）-1 各級選挙に積極的に参加する。

○年 3 回発刊できたか。

○研修会の開催と参加数が増加したか。

○受講者の満足度を把握する。

〇インターネット広報ツールの周知、拡散状況

○地方議員の参画状況

3. 看護連盟の活動の強化及び周知徹底 1）日本看護連盟・都道府県看護連盟との情報共有化
2）自立した会員の育成を目指した研修の推進

1）-1 中央役員会及び各種委員会、執行部の情報、日本看護協会の政策情報等をタイムリーに各支部役員へ伝達する。
　  -2 都道府県別会議に参加し、県の特性を生かした会員確保・選挙戦略を検討する。
2）-1 未入会者及び連盟会員に対し連盟活動の理解を深め、各級選挙に積極的な参加を促す研修の在り方を検討する。
　  -2 感染対策を考慮し、効果的・効率的な会議・研修を企画する。
　  -3 青年部委員会作成の基礎研修資料福岡版を新入会員・未入会者層の研修や集会で活用する。
　  -4 研修会や会議をリモート開催する能力向上に向けて ZOOM 研修会を開催する。

○各種研修会受講者の増加

4. 会員の確保対策 1）令和４年度の会員数増加目標の設定
2）看護連盟入会の促進
3）退会者の防止
4) OB 会の活性化
5）若年層・学生会員の確保
6）賛助会員の入会促進
7）看護教育機関との連携

1）-1 前年度 10 月時点における会員数（8,384 人）を回復する。
　  -2「会員増員の重点取組計画」を作成し、上半期 (9 月 ) と下半期（3 月）に目標達成状況を評価する。
2）-1 未加入者の多い施設の看護管理者との交流の機会を作る。
　  -2 新入職、中途採用者の連盟入会を周知する。
3）-1 定年退職者、産休・育休者に連盟会員の継続を働きかける。
4）-1 福岡県看護連盟 OB 会を組織化し、4 地区活動を「見える化」する。
5）-1 看護学生対象のフォーラムを開催し、連盟の目的と役割を理解してもらう。
　  -2 看護大学・看護専門学校教員への入会を働きかける。
6）-1 企業、医療関連専門職者等の賛助会員への入会を勧める。
7）-1 看護系大学の現場との情報交換

○目標数が達成できたか。
　

○入会があったか。
○ OB 会の満足度を把握する。
○フォーラムの実施と参加者の連盟に対する認知度の向上を把握する。

5. 福岡県看護連盟の効率的な組織運営 １）日本看護連盟及び福岡県看護連盟の規約等に基づいた効率的な運営
２）財政等の健全化と適正化

1）-1 内部ガバナンス（統治）およびコンプライアンス（法令順守）に基づく組織運営を行い、効果的・効率的な運営に
　　　取り組む。
　  -2 規約・規程・申し合わせ事項等を適宜見直し、安定的な運営に努める。
　  -3 諸会議（通常総会、三役会、県役員会、総合役員会、青年部委員会、広報委員会）の円滑かつ効率的な運営を行う。
2）-1 費用対効果を見極め、活動の活性化を図る。

○インターネット会議の実用化検証
○内部ガバナンスに基づく組織運営

6. ブロック協議会への協力 1）ブロック協議会の活動に積極的に参加する 1）-1 ブロック協議会が主催する会議やイベントに積極的に参加する。
　  -2 九州ブロック別看護管理者等政策セミナーに看護管理者の参加を推進する。

○参加者数の達成

7. 支部組織の活動の強化・促進 1）県役員の役割の明確化と徹底
2）支部役員の役割の明確化と徹底
3）支部役員・リーダーの意識強化
4）会員のモチベーション強化

1）-1 県役員の業務分担を明確化し役割のもと、業務を推進する。
2）-1 支部運営マニュアルの整備を行い、支部役員の役割が果たせるように支援する。
3）-1 総合役員会を隔月に行う。
　  -2 地区別支部長会を開催する。（１回 / 年）
　  -3 リーダー研修会を行う。（1 回／年）
4）-1 県・支部において各級議員によるミニ研修会等を行い、議員との交流を深める

○計画通りに実施できたか。

8. 若手会員の育成 1）青年部委員会の活動を支援する
2）政党の学生会員や青年部との交流

1）-1 日本看護連盟青年部広報委員として 1 名の派遣を継続する。
　  -2 青年部ブロックミーティングに参加を奨める。
　  -3 九州ブロック会議開催の企画・運営に協力する。
2）-1 第 10 回ポリナビワークショップ in 福岡を開催する。
　  -2 国会や県議会、市議会等の見学を通し、政策決定過程の理解を深める。
　  -3 福岡県の医療介護福祉行政に関する課題についての研修会を開催する。

○外部組織との交流ができたか。

9. 関係団体・関係組織との連携・強化 1）医療関係団体と情報を共有・関係構築
2）支援団体・企業との交流
3）自民党県連職域支部としての役割の自覚

1）-1 医療関係団体との交流の機会をつくる。
2）-1 支援団体・支援企業との交流の機会をつくる。
3）-1 支援団体・支援企業所属の関係者に賛助会員への入会を勧める。
4）-1 自民党県連の計画に協力する。　

○交流の機会が持てたか。

会
員
の
福
祉
の
充
実

1. 災害への対応
1）災害発生地への支援 1）-1 災害時の情報発信をする。

　  -2 情報収集をタイムリーに行い、本部に速やかに伝え、国会議員に支援協力を要請する。
　  -3 災害見舞い、支援金等の申請手続きを迅速に行う。

2. 福利厚生への対応
1）日本看護連盟内規に基づく対応 1）-1 福岡県看護連盟会長等表彰を行う。

　  -2 名誉会員・叙勲等受賞者への対応を行う。
　  -3 物故者への対応を行う。
　  -4 慶弔等への対応を行う。

3. 諸問題への対応 1）会員の安全の保証 1）-1 コンプライアンスに基づく政治活動、選挙運動のための情報交換を行う。
　  -2 諸般の疑問・問題には、本部専門家に相談し、速やかに解決する。

〇選挙運動違反の防止、タイムリーな情報共有規程見直しや組織運営上の
　諸問題の対応
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福岡県看護連盟 事業計画（案）
令和4年度令和4年度

重点方針 見える活動　　行動する会員　　確かな組織づくり見える活動　　行動する会員　　確かな組織づくり1. 2. 3.
目的 目　　　　　標 方　　　　　針 事　　　　　業 評価指標

政
治
力
・
政
策
実
現
力
の
強
化

1. 看護職国会議員の選出・支援 1）第 26 回参議院議員選挙における組織内候補者の当選
2）看護職国会議員の支持と活動周知
3）公職選挙法の遵守
4）組織代表議員活動の共有

1）-1 第 26 回参議院議員選挙で、組織代表候補者の当選を勝ち取る。
　  -2 第 26 回 4 参議院議員選挙総括を行い、次期参議院選挙への課題を見出す。
　  -3 県における選挙活動方針と戦略を作成し、地区および支部における選挙活動を支援する。　　
2）-1 看護職国会議議員の知名度向上及び活動状況を周知する。
　  -2 機関紙（あい & あい）に看護職国会議員の活動報告を掲載する。
　  -3 ホームページ、インターネット、SNS 等を活用し各議員の活動を周知する。
3）-1 選挙運動リーダー（支部長）強化研修等を検討し、主体的に選挙運動ができる自律した会員を育成する。
　  -2 選挙実践の手引きや選挙におけるコンプライアンス活動の学習を行い安全な活動を実施する。
4）-1 会員意識調査に協力し、政治意識の向上に向けて課題を明確にし、解決策を見出す。

〇第 26 回参議委員議員選挙候補予定者の当選
○選挙総括より、次期参議院選挙の課題抽出と改善策の検討、報告。
〇期日前投票率の向上、得票数の増加、選挙違反ゼロ

○各機会を通してＰＲできたか。

○会員意識調査の結果評価　

2. 看護政策の実現 1）日本看護連盟、県看護連盟の政策実現力の強化
2）現場の声の把握
3）医療系・介護系団体との連携
4）看護教育機関との連携
5）新型コロナウイルス感染対策政策の推進

1）-1 看護協会の重点施策の実現に向けて、県看護連盟会長と政策セミナー等を活用し意見交換を実施する。
　  -2 県選出の国会議員の政策説明会等に参加し連携を密にとる。
2）-1 現場の声を集約し、看護協会と協働し看護政策要望（書）等につなげる。
　  -2 総合役員会・研修会等で、日本看護連盟 HP 上のアンケートフォームにアクセスし、投稿するよう勧め、「現場の声」
　  　 活用促進委員会等が集約した結果をタイムリーに会員に還元する。
3）-1 医療系・介護系団体との連携を図る。
4）-1 看護教育機関に看護職国会議員の紹介、「看護と政策」に関する講座開設の必要性をアピールする。
　  -2 看護学生の投票行動を促す依頼をする。
5）-1 感染対策に関する現場の苦情や課題を把握し、地方議員・地方行政へタイムリーに情報を伝える。
　  -2 コロナ対策の現場への還元状況を把握し、更なる改善を関係国会議員並びに地方議員に要望する。

○看護行政研究会の見直しができ、新しい組織ができたか。

○要望書の提出
〇投稿を勧め、結果が還元できたか。

〇医療系・介護系団体との連携がとれたか。
○看護教育機関と連携が取れたか。

〇政策提言数、政策実現数

3. 看護を理解する国会議員の
　確保と支援

1）県選出の国会議員との連携強化 1）-1 県選出国会議員の政策フォーラム、国政報告会等に参加し、回数・人数等を本部に報告する。
2）-1 県看護連盟と国会議員との交流の場を持つ。
　  -2 県が支援している国会議員に看護政策の必要性の理解を図る。
　  -3 県の看護政策に理解を示す国会議員を支援する体制を強化する。

〇参加回数・参加人数の報告

○交流の場を持ったか

4. 地方議会、地方行政への影響力の
　 強化

1）地方議員との情報交換と活動支援
2）地方議会、行政等との情報交流

1）-1 地方議員との交流の場を設け、連盟への理解を深める。
　  -2 福岡県看護問題対策議員連盟（仮称）の再構築に向けて議員に働きかける。
　  -3 フォーマットを活用し県の職域活動を報告する。
　  -4 看護政策実現のために地方行政に働きかける。
　  -5 地方議員の活動を支援する。

○看護政策の担当議員と交流できたか。
○要望立案の協働、提出件数、成果の実態把握
〇報告したか

5. 地方議員の擁立と支援 1）地方議員候補者の発掘と育成
2）地方議員との連携強化

1）-1 県議、市議等への立候補者への支援を行う。
　  -2 県、政治団体等が実施している若手育成プログラム等に、積極的に参加できるように適宜情報を提供する。
2）-1 第 49 回衆議院選挙、第 26 回参議院議員選挙等の地方議員の応援実績を把握し、支援のあり方を検討する。

○ＰＲや呼びかけができたか。
○看護を応援する県連・市議・首長当選者数の把握
○育成プログラム等の参加者数、参加者の県連での還元内容の把握

組

織

力

の

強

化

・

拡

大

1. 看護連盟・看護協会との連携・
　協働のさらなる推進

1）福岡県看護連盟と福岡県看護協会との連携強化 1）-1 県連盟会長と看護協会との「合同会議」に参加し、有機的な連携・協働の在り方を検討る。 
　  -2 県看護協会・看護連盟総会に協会長・連盟会長が相互に参加する。
　  -3 会員確保や選挙活動のあり方を検討する。

〇看護協会理事及び会員の連盟入会比率の向上
〇看護職の投票率の向上
〇安全な選挙協力の実施

2. 広報活動の強化充実 1）会員に向けた広報活動の充実・強化
2）インターネットを活用した有効な情報発信
3）選挙活動に有効なインターネット広報ツールの活用

1）-1 日本看護連盟との連携により、広報グッズなどの会員ハンドブック、入会委案内、議員ファイル、ティッシュなど
　  　 効率的活用を図る。
　  -2「地方議員による看護体験」を 4 地区で実施する。
　  -3 福岡県看護連盟機関誌や HP、県主催の研修会等で PR する。
2）-1 機関誌あいあいを 3 回 / 年発行する。
　  -2 広報委員会において広報活動の方針、具体策を検討し、推進する。
3）-1 諸研修会、諸集会で看護職国会議員のビデオメッセージを配信する。
　  -2 国政報告会の開催、Web アンフィニ等活用、機関誌への掲載等を通し、国政における看護職議員の活動を報告する。
　  -3 各級の議会見学を行い、政策決定過程の学びから政治参画意識を高める。
4）-1 各級選挙に積極的に参加する。

○年 3 回発刊できたか。

○研修会の開催と参加数が増加したか。

○受講者の満足度を把握する。

〇インターネット広報ツールの周知、拡散状況

○地方議員の参画状況

3. 看護連盟の活動の強化及び周知徹底 1）日本看護連盟・都道府県看護連盟との情報共有化
2）自立した会員の育成を目指した研修の推進

1）-1 中央役員会及び各種委員会、執行部の情報、日本看護協会の政策情報等をタイムリーに各支部役員へ伝達する。
　  -2 都道府県別会議に参加し、県の特性を生かした会員確保・選挙戦略を検討する。
2）-1 未入会者及び連盟会員に対し連盟活動の理解を深め、各級選挙に積極的な参加を促す研修の在り方を検討する。
　  -2 感染対策を考慮し、効果的・効率的な会議・研修を企画する。
　  -3 青年部委員会作成の基礎研修資料福岡版を新入会員・未入会者層の研修や集会で活用する。
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7）-1 看護系大学の現場との情報交換
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○入会があったか。
○ OB 会の満足度を把握する。
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5. 福岡県看護連盟の効率的な組織運営 １）日本看護連盟及び福岡県看護連盟の規約等に基づいた効率的な運営
２）財政等の健全化と適正化

1）-1 内部ガバナンス（統治）およびコンプライアンス（法令順守）に基づく組織運営を行い、効果的・効率的な運営に
　　　取り組む。
　  -2 規約・規程・申し合わせ事項等を適宜見直し、安定的な運営に努める。
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会
員
の
福
祉
の
充
実

1. 災害への対応
1）災害発生地への支援 1）-1 災害時の情報発信をする。

　  -2 情報収集をタイムリーに行い、本部に速やかに伝え、国会議員に支援協力を要請する。
　  -3 災害見舞い、支援金等の申請手続きを迅速に行う。

2. 福利厚生への対応
1）日本看護連盟内規に基づく対応 1）-1 福岡県看護連盟会長等表彰を行う。

　  -2 名誉会員・叙勲等受賞者への対応を行う。
　  -3 物故者への対応を行う。
　  -4 慶弔等への対応を行う。

3. 諸問題への対応 1）会員の安全の保証 1）-1 コンプライアンスに基づく政治活動、選挙運動のための情報交換を行う。
　  -2 諸般の疑問・問題には、本部専門家に相談し、速やかに解決する。

〇選挙運動違反の防止、タイムリーな情報共有規程見直しや組織運営上の
　諸問題の対応
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参議院議員　石田 まさひろ

　福岡県看護連盟の皆様、日頃よりご支援を賜りありがとうございます。
　コロナ禍にあって日々 多くの試練に直面しながらも、県民の命と健康を守ってくださり心より感謝
申し上げます。医療の最前線で、希望に向かって歩みを止めない皆様の足跡は、看護の歴史に
刻まれることでしょう。
　1月から始まった通常国会において、私は参議院厚生労働委員会の筆頭理事、国会対策委
員会の副委員長（厚生労働担当）として、難問が山積した国会運営にあたっています。コロナウ
イルス対策はもちろん、職場環境の改善、社会保障制度の改革など、取り組まねばならないことが
たくさんあります。特に診療報酬は現場への影響が大きく、算定にあたっては強い負担を与えて
います。この負担軽減については、先日、行政監視委員会にて質問を行い、改善を求めました。
　政治は「現場」と共にあります。現場で起きていること、その声を引き続きお聞かせください。私も
国会という現場で日本の医療を守るため、看護職が「今日も良い看護ができた！」と実感できる環
境づくりのために引き続き尽力してまいります。
　今夏には参議院選挙が控えています。看護職の力を結集しましょう。

行政監視委員会にて質問

本会議にて質問

衆議院議員　あべ 俊子

いつもご指導いただきありがとうございます。
昨年末、岸田政権下において看護師賃金の段階的な引き上げが決定いたしました。看護職

こそ医療のフロントラインに立ち、エッセンシャルワーカーとして社会を支えてきたという役割が認
められたところです。
今回の賃金向上は、「地域のコロナ医療を担った医療機関」に勤務する看護師を対象にした予
算措置ですが、10月からは診療報酬での対応となります。看護職の勤務状況は厳しいもので
す。体力勝負であり、夜勤もあります。お金のためだけに働いているわけではありませんが、賃金
には、厳しい仕事に従事していること、高い専門性を必要とすることへの評価が反映されるべき
です。

10月の診療報酬改定では、重症度、医療・看護必要度の測定に係る負担軽減及び測定の適
正化を推進する観点から、一般病棟用の重症度、医療・看護必要度判定に係る評価項目が見
直されます。また、急性期一般入院料１（許可病床数 200 床以上）を算定する病棟について
は、重症度、医療・看護必要度Ⅱを用いることが要件化されます。医療・看護必要度はレセプト情
報に基づいて自動的に算出され、記録業務の負担軽減が期待されます。

待遇について、業務内容について、看護現場は多くの課題を抱えていますが、いつの時も、政
策立案の基本となるのは、現場の声です。誇りをもって看護職を続けられる職場環境の整備に
貴連盟の皆さまと一緒に取り組んで参りたいと存じます。

医療・看護必要度
10月から適正化スタートREPORT

行政監視委員会で質問REPORT

消防体験

週末は必ず街頭です

地元農家からヒアリング

第22回21世紀青少年チャレンジウォーク

那珂川市議会議員　ひじ 英治

日頃より医療現場の最前線で業務にあたられている看護職の皆様方に感謝申し上げます。
那珂川市では、3月議会において「ゼロカーボンシティ那珂川」を宣言しました。これは、地球温暖化対策として那

珂川市が2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにするというものです。那珂川市は面積の約７割が山林
であるため、市内で排出する二酸化炭素については吸収できるのかもしれません。しかし、地球温暖化に市や県
境、国境は関係ありません。近隣の山林が少ない自治体とも広域連携を行って取り組んでいかなければなりませ
ん。太陽光発電などによる自治体の再生可能エネルギー導入は、電気の地産地消を促進し、地域経済の活性化
につながることが期待されています。SDGsをはじめとした持続可能な社会の仕組みづくりに向けて、私たち議員も
さまざまなことを提案しながら、地球温暖化対策として二酸化炭素排出量の削減に向けて取り組んで参ります。

地球温暖化対策への取り組みで地域活性化をREPORT

看護職議員活動報告
R E P O R T

衆議院議員　たかがい 恵美子

東京オリパラ大会成功を祈念する桜植樹プロジェクトが先ごろ無事に島根県松江市内で
ゴールしました。聖火リレー開始前日に、福島県Jビレッジで東日本大震災被災児童の激励を受
けながら桜第一号を植え、その後はパンデミックの脅威と対峙しながらも全国34道府県55箇所
を巡り、未来への希望をつなぐレガシーを残しました。ご協力くださいました皆様に感謝を申し上
げます。来年の春からは、桜開花リレーが楽しめそうです。

たかがい恵美子も衆議院議員8か月目となり、これまでに予算委員会集中審議、厚生労働委
員会大臣所信質疑などで質問に立たせていただきました。また、日本女性のウェルビーイングな
人生100年を実現する政策提言「女性の人生100年健康ビジョン」を3月にとりまとめ、党本部か
ら公表いたしました。これまで未対応だった女性の健康リスク、なかでも卵巣機能の低下に伴う
体調変動の時期を新たに‘静熟移行期’と位置づけ、誕生から40歳頃の成長繁栄期と60歳以降
の健康長寿の間をしっかりつなぐ制度整備が明記された画期的な内容です。

私たち看護職はみな、我が国の社会保障を担う大切な存在です。そのひとり一人が充実した
笑顔で尊い使命を全うできるよう、私はこれからも皆様のお知恵をいただきながら、政治の場で
微力を投じてまいります。

来る参議院選挙においては、所期の目標を達成すべくがんばりましょう！

女性の100年健康ビジョン
‘静熟移行期’の制度整備を明記REPORT

政調会長申し入れ

特命委員会にて議論

意見交換会

八女市議会議員　萩尾　洋

コロナ禍の中、皆さんお元気ですか？私は元気一杯です。
さて、今年も3月25日、第22回21世紀青少年チャレンジウォークに参加しました。新しい仲間や異年齢（小４～70

歳前半）との相互交流を深め、助け合いながら早春の小道を歩き、ふるさと八女の素晴らしい自然を再確認、長
距離（32㎞）を歩きとおす忍耐力を身につけ、心豊かでたくましい子どもの育成を図る事を目的としています。気温
は、20度を超す春爛漫の絶好のウォーキング日和。立花支所を出発し、飛形山（標高444,9ｍ）～松尾弁財天～道
の駅たちばな～立花支所（ゴール）。コース上にはチャレンジ課題があり、仲間と協議しながら歩く参加者、ゴール
まで誰一人の脱落者も無く完歩できました。参加者の方々の素晴らしい精神力と、忍耐力の持ち主である事に、
ただ感服するばかりでした。私は日頃此れといった運動はしていなかった為か、膝・足首が悲鳴をあげていました
が、周りの方々に温かい励ましの言葉を掛けていただき何とか完歩できたしだいです。コロナの収束はまだまだで
すが、今後色んなことにチャレンジして行こうと思いますので、皆様の更なるご支援ご指導を切にお願い致します。

皆さんの応援で完歩した青少年チャレンジウオークREPORT

五ケ山ダムの湖面活用視察
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「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」が、令和3年11月に閣議決定されて、令和
4年2月から前倒しで実施され始めました。私達看護職については、看護職員等処遇改善
事業補助金として、コロナ医療など一定の役割を担う医療機関に勤務する看護職員を対
象に、令和4年2月～9月まで収入の1%程度（月額平均4000円）引き上げる措置が始まりま
した。
昨年この閣議決定がなされたとき（昨年11月）に、福岡県看護連盟が主催した看護管理
者トップセミナーに参加して、たかがい恵美子衆議院議員の講演を聞く機会がありまし
た。その中で、看護職の処遇改善には並々ならぬ思いで活動をされ、この改善を実現され
たことを知ることができました。4000円という額をどう捉えるかは其々あると思いま
す。ただこの4000円という処遇改善を機に、10月以降は診療報酬において3%程度（月額
平均12000円）引き上げる仕組みが予定されています。看護職員の働き、存在を評価され
ていると実感できます。
処遇改善は、私達看護職の長きにわたる願いです。今後はコロナ対応医療機関だけではなく、すべての看護職の
処遇改善につながることを願っています。現政権は処遇改善を公約に掲げています。大いに期待したいと思います。

地方独立行政法人
くらて病院

馬場　利惠子

選挙に行こう！
看護をまもることはいのち・生活をまもること
第26回参議院議員選挙　比例代表議員選挙候補予定者

とものうりお

　当院は、北九州戸畑区にある193床のケアミックスの病院です。看護単位は一般急
性期病棟2、地域包括ケア病棟2の4つ。看護スタッフは看護師124名、看護補助34名、病棟
クラーク4名です。
　2011年に看護協会主催のＷＬＢ事業に参加し、業務量に応じたリリーフ体制、気兼
ねなく休めるアニバーサル休暇など「お互い様意識」を構築し、働きやすい職場を目指
し現在に至っています。
　育休明け時短勤務の延長希望の受入れや夜勤免除、家族の事情による短時間正職
員、定年退職後の嘱託勤務制度等々、院内における処遇改善を推進しています。超高齢
患者の看護に追われる夜勤帯の業務負担軽減の為の看護補助準夜勤パートの導入も
検討中です。
　厚労省によるこの度の看護職等処遇改善事業による補助金は、当法人から看護部へ
連絡が入りスピーディーな支給の運びとなりました。看護師長を通して支給に至った
経緯を対象となった方々に説明する事が、看護職の代表を国会に送り込むことの重要
性についての関心の向上につながったようです。
　今後も支部長・幹事を通し連盟会員への情報発信を密に行い、看護現場の声をリアルタイムに吸い上げ、処遇
改善へ反映することが期待されます。このためにも”法律や制度を変えて看護職の力”になる看護職の代表を国
政の場に送り込まなければなりません。7月に予定されている第26回参議院議員選挙では必ず選挙に行きま
しょう。　
　2年前からの新型コロナウイルス感染症の流行により、公私ともに行動制限を止む無く行っていますが、満開
の桜の花は今年も人の目を楽しませてくれました。桜の美しさに集合して酔いしれる日を待ち望んでいます。

医療法人 医和基会
戸畑総合病院

看護部長　湯元 照子

看護職の処遇改善への期待

保健師・看護師・弁護士
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　第9回ポリナビワークショップin福岡が2月19日に開催
されました。
　昨年は新型コロナ感染症流行の影響により開催できず、
今年も同感染症の影響を受け、開催が危ぶまれましたが、オ
ンラインのみで2年ぶりの開催となりました。
　今回は「今、すべての命を考える」というテーマでした。69
名の方がエントリー参加されました。新型コロナウイルスが
現在流行していることもあり、タイムリーな内容に参加され
た皆さんは興味深く講義を視聴されていました。
　ポリナビワークショップin福岡では福岡県看護連盟青年
部が作成した看護連盟についての基礎研修DVDの視聴が
あり、その後、蔵内勇夫先生による「教えて!ワンヘルス～人
と動物の共生社会～」をテーマにワンヘルスについてわか
りやすく講義をしていただきました。人、動物、植物のすべて
の命は繋がっていて、人はその生態系のなかで生きており、
すべてを守る必要があるという事で、ワンヘルスにつて獣
医師会と医師会との共同の取り組みや歴史について教えて
いただきました。
　薬剤耐性菌や遺伝子組み換え食品、新型コロナウイルス
感染症についてもワンヘルスとして活動されていることを
学びました。その中でウイルスの根絶は困難で、特に人獣共
通感染症は人が運び、人が広げているということで恐怖を
感じましたが未来の子ども達のためにすべての命を守って
いく活動が必要であると学びました。

筑後1-2支部　沖　幸次

青年部委員長　酒井　裕子

第9回ポリナビワークショップ
in
福岡

　新緑の爽やかな季節となりました。新年度が始まったわけですが、新型コロナウイルス感染症の
終息が未だ見えぬ中、皆様におかれましては日々ご多忙のことと存じます。そのような合間でも、連
盟活動へのご協力を賜り、感謝申し上げます。数カ月前まで私も、コロナ対応病棟で勤務をしており
ました。近隣施設でのクラスター発生で緊急入院に追われる毎日。身体的にも精神的にも疲弊して
いましたが、看護師として自分にできることは精一杯やろうと気持ちを奮い立たせ、尊敬する先輩
方や頼れる後輩の皆さんに支えられながらなんとか乗り切ることができました。一刻も早くコロナ
が終息するようにと祈りながら、今なお最前線で感染者のケアをされている看護師の皆様に心からエールを送ります。
　話は変わりまして、第26回参議院選挙が目前に迫ってきました。青年部もその日に向けてしっかり役割を果たしていき
たいと思っています。私は20歳で投票権を得てからも政治参加に関してはどこか他人事で、投票所に足を運ばない年もあ
りました。「どうせ私の一票で世の中変わらない」と思っていたからです。しかし、青年部として連盟活動をする中、たくさん
の人との出会いを通してその考え方は間違っていたと感じました。今、私は看護師であり、自分の職業の地位向上や処遇改
善などを良くしてほしいと思うので投票に行っています。選挙？投票？私には関係ない、ではいられません。なぜなら暮ら
しや仕事といった私たちの日常は、政治とは無関係でいられないからです。参議院選挙まで限られた時間しかありません
が、青年部で一致団結していきたいと思います。皆さん、投票に行きましょう！

新年度のご挨拶
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私たちの支部

北九州5-2支部
支部長 木村 文男

北九州5-2は北九州市立八幡総合病院と済生会八幡総合
病院の47名で構成されています。支部役員は済生会八幡総
合病院の6名で活動しています。まん延防止等重点措置は解
除されましたが、病院間の連携や支部活動ができていない現
状です。
「数は力なり」ということで会員数の増加を目標に支部活動

を行っていますが、会員数の増加に至っていません。支部研修
も企画していましたが、院内での面会も再現されている中研
修ができていないのが現状です。今年はウイズコロナで実施
できる楽しい研修ができればと思います。

7月には参議院選挙が予定されています。看護連盟が推薦
する候補者の看護政策等を支部役員中心に広めることができ
るように計画し、看護師代表の国会議員が一人でも多く誕生
できるように頑張りたいと思います。

最後に、済生会八幡総合病院では4月から白衣のデザイン
が変更になりました。コロナの収束はまだ見えませんが、パス
テルカラーで身も心も晴れやかに患者さんに笑顔を届けられ
るように一同頑張っています。

北九州５－１支部
支部長 金子 いづみ

　寅年の令和４年が始まり、行く・逃げる・去るの言葉通り、あっ
という間に３ヶ月が過ぎ２０２２年度も始まってしまいました。コロ
ナ禍と言われる状況になり、会議や研修への参加が制限され初
めて２年、世の中の変化に連盟活動のあり方を順応させること
ができないままに時間が経過していくことに複雑な思いがよぎ
ります。北九州５-１支部は、２０２１年度会員数３６８名、社会医療法
人製鉄記念八幡病院(看護学校、訪問看護ステーションを含
む)、医療法人ふらて会西野病院、八幡医師会保健医療センター
の５施設8名で連盟活動に取り組んでいます。青年部部長も参
加しており、青年部の活気ある活動を身近に感じて勇気づけら
れています。また、高齢者率の高い北九州市八幡東区にあり、高
齢者の尊厳を守りながら医療・介護を提供するためにも、看護・
介護者が安心し、優しい気持ちで働くことができるような職場

環境が必要です。現場の声を集め、伝えるとともに、一人一人の
投票行動の大切さが意識されるように取り組みを続けていきた
いと思います。(写真は昨年度にGo to 選挙キャンペーンと銘
打って作成したマグネットです)
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若葉を輝かせて吹くみどりの風が、コロナ克服の新時代を迎えた看護職に、元気を与えてくれる季節になりま

した。さて今回の「あい＆あい」は、6月11日の福岡県看護連盟総会と、間近に迫った参議院選挙をテーマに編

集しました。今年の総会は、皆様と対面し、face to face で心が繋がり広がる総会になることを楽しみにしてい

ます。そしていよいよ夏の陣、参議院選挙です。看護職の処遇改善や看護の質向上のために、看護職の国会議員

を応援しましょう。　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （羽江 和子）
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